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　狭い教室で朝から夕方まで、心理的な距離を調
節することができず、赤の他人と強制的にべたべ
たさせられる日本の中学校のような、あるいは江
戸時代の大奥やねずみの過密飼育実験のような生
活環境には、いじめが蔓延しやすいだけでなく、
妬みも蔓延しやすい。また、妬みの蔓延する生活
環境には、いじめも蔓延しやすい。そのような意
味で、いじめと妬みは、根を同じくしている。
　あらためて考えてみると、妬みは奇妙な現象で
ある。怒りや嫉妬と比較してみても、その心理一
社会的なメカニズムが根本的に異なっている。
　自分の目標達成をさまたげる者に怒り、攻撃を
加え、何かよいものを奪ったり奪い返したりする。
これは、是非は別にして、少なくとも合理的な感
情ではある。この世では、さまざまな希少価値を
めぐって、攻撃と怒りの応酬が繰り広げられてい
る。人がそれぞれの目標達成のために、障害とな
る他者にゴリゴリぶつかる攻撃性や怒りの感情
は、気持ちよいものではないが、少なくとも合理
的ではある。
　嫉妬もまた、ある意味、合理的な側面をもって
いる。たとえば、性愛パートナーが別の異性に関
心をもったり、距離を縮めたりすること自体に、
不快感と怒りを感じ、そういうことがないように
圧力をかける。それは自分が「のりかえ」られな
いために、愛する者が別の者を愛するチャンスを
減らそうとする合理的な感情である。
　だが、自分よりも恵まれた者をひきずりおろそ
うとする妬みは、それ自体では、何の利益にもつ
ながらない。妬む相手の不幸が、自分に利益をも
たらすわけでもないのに、妬む者は他者を憎み、
被害感でいっぱいになり、攻撃し、その不幸を喜
ぶ。
　このように考えると、妬みは、不思議な現象で
ある。有史以来、人は妬みについて思索をめぐら
せてきたが、その本質がよく理解されているとは
思えない。以下で筆者は、その心理社会学的な説
明を試みる。
　まず、これから妬みを論じるにあたって参考に
なる、いくつかの特徴を挙げておこう。
　①妬みの情熱は、何か価値あるもの（広い意味
での財）を奪うことで満足するというものではな
く、相手の存在の破壊（恵まれた他者の存在が滅
びること）を確認することに向かう。
　②妬む者には、実際には何かを奪われたわけで
もないのに、相手の幸福を「見せられる」「そう
いう態度をとられる」ことに対して、「奪われた」
かのような被害感がある。
　しかも、その奇妙な「奪われた」感覚の背後に
は、自己の存在をめぐる屈辱感（あるいは恥辱的
自己感情）がある。妬む者は、「もの」ではなく、
自己の存在を奪われたかのような、奇妙な被害感
情にとらわれる。そして彼（彼女）は、「もの」
を奪うのではなく、他者の存在をだいなしにする
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ことによって、自己の存在を奪い返そうとするか
のような、奇妙な情熱を生きる。
　③他人を妬む傾向の人は、相対的に、何かベタ
ベタした雰囲気を周囲に醸し出すタイプの人が多
く、「おれはおれ、おまえはおまえ」というあっ
さりした感じの人は少ない。
　④一般に、心理的な距離が（中途半端に）近い
ほど妬みは生じやすく、心理的な距離が大きく隔
たるほど、妬みは生じにくくなる。
　たとえば、地球の裏側のアラブ王族の贅沢には
妬みを感じないものである。また、人が心理的な
距離を自由に調節しながらばらばらに暮らしてい
る都市部の方が、田舎よりも妬みが蔓延しにくい。
それに対し、学校の集団生活や、他人の生活をの
ぞきこみあって暮らす田舎のしがらみや、江戸時
代の大奥は、妬みの温床であるといってもよい。
そういったところでは、ひとりひとりが「ほんと
うに」望むきずなの完成度とは無関係に、中途半
端な「きずな」をべたべた生きることが無理強い
される。
　だが、同じように心理的な距離が近くても、相
手の幸福を自分の幸福と感じて生きるほどの、完
成度の高い親密関係であれば、逆に、心理的な距
離が近くても妬みが生じにくい。
　これらの特徴を手がかりにして、妬みについて
考えてみよう。
　まず、図8を見ていただきたい。
　だれか他の人が自分よりも恵まれているのは、
単純明快にそれだけのことで、それ以上でもそれ
以下でもない。「おれはおれ、おまえはおまえ」
であり、自分は自分の幸福追求にはげみ、他人は
他人の幸福追求にはげめばよい。
　ところが、実際には、図9のような奇妙な現象
が、日常生活ではよく起こる。
図8．おれはおれ、おまえはおまえ
恵まれている
　度合い
図9．他者の像に自己が重ねられ、他者の像の内
　　　から自己が生きられる
恵まれている
　度合い
　わたしたちがそれと気づかず生きている曖昧な
意識では、自己が他者と重ねられて生きられてし
まうことが、よくある。他者の像に自己の像が重
ねられ、他者の像の内から自己が生きられてしま
う。さらに、心理的な距離が近いほど、この重ね
体験は起こりやすい。
　たとえば、「彼氏／彼女」がいない者がカップ
ルをみかけると石を投げたくなるという、苦々し
い、憎しみに満ちた感情を吐露することは、よく
あることだ。このような妬みは、人類の歴史とと
もに古い。
　彼らの内側では、いったい何が生じているのだ
ろうか。
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　彼らは、ハエやトンボが交尾しているのを見て
も、ハエやトンボの異性に憎しみを抱いたりはし
ないだろう。ハエやトンボの異性は、あまりにも
心理的な距離が遠い。種の壁を越えて、ハエの雄
に自己を重ね、その姿の内側から自己のイメージ
を生きたりすることは、まず、ない。
　ところが彼らが、自分と年齢や境遇が近いカッ
プルが幸福そうにしているのを見かけると、自分
でもどうしようもない恥辱的な自意識、恥辱的な
自己感情がうねり、苦々しい感情でいっぱいにな
る。
　そのとき彼らは、曖昧な意識のなかで、魅力的
な異性を連れて歩いている他者と自己を重ね、他
者の像を「それは自分である」と感じて、他者の
姿の内側から自己を生きてしまっている。そうい
う自己のイメージをどうしようもなく生きてし
まっている自分がいるのだ（図9、および、図10
の「自己の位置価1」）。
　と、同時に、実際にはみじめな現実の自分も厳
然と生きられている。
　夢をもって近づいた異性から避けられ、軽く扱
われ、さらに近づこうとすると気持ち悪がられて
きた一この、わたしに固有の動かしようのない、
他の人と入れ替え不可能な性的自己形成の来歴
（存在被拘束性！）に足をつけ、そこから分の悪
そうな将来にむけて、泥水を飲みくだすように生
きるしかない。ようするに、現実には、自分は愛
されないみじめな存在なのである（図10の「自己
の位置価H」）。
　このとき、自己が自己として成立するその刹那
「自己の位置価1」と「自己の位置価H」の激し
い落差（図10）が、自己の存在感覚を崩れ落ちさ
せる。自己と他者が重ね合わされて生きられる体
験（自己存在感の体験）の生成が、始動すると同
時に頓挫するという事態が生じる。これが、妬み
に特有の恥辱的な自意識、恥辱的な自己感情をも
たらす（図10）。
　ただし、この落差に苦しむすべての人が、他人
を妬むとはかぎらない。
　たとえば、流産や乳児突然死などで子どもを
失った女性が、幸福そうな乳児と母の姿を目にし
て、涙を流す場面を想像してみよう。彼女がそれ
を①「悲しい」と感じるだけならば、それは妬み
にならない（図10の①）。だが、そこに②「奪わ
れた」という感覚が生じた場合、幸福そうに赤ちゃ
んを抱いて微笑んでいる隣人に、これみよがしに、
そういう態度を「とられた」という被害感と憎し
図to．始動すると同時に崩れ落ちる、恥辱的な自己存在の生成
②奪われた
自己の位置価1
自己の位鳳価U
　　自己
（二：驚化した自己）
（自己＝）他者
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図11．筆者による妬みのモデル
隅＿1
?
帽己＝）他者
　他者の＃在を破壊するこ
　とによって、自己の存在を
みが生じるだろう。すなわち、「自己存在を奪わ
れた」憎しみである（図10の②）。これが、妬み
になる。
　図11を見ていただきたい。
　「位置価1」と「位置価ll」の落差による苦し
みを、「奪われた」と被害的に感じてしまう場合、
感情の論理は、A）「奪ったのは誰か？→、自己
がその像のなかから生きられてしまった当の相
手」という、手前勝手な感情反応（感情の解）を
生成する。
　すなわち、前述の自己存在が崩れ落ちる苦しみ
は、相手の「見え」姿の内から自己が生きられて
しまう刹那に、その像に存在が搦めとられるよう
にして生じたのだから、その姿を「見せた」相手
が加害者である、という（妬んでいる当の本人も
気づかない、そして、妬まれた側にとっては迷惑
千万な）感情の論理である。そして、「しかえし
をしたい」「奪われたものを奪い返したい」という、
手前勝手な応報感情が生じる。
　また、上記のように、苦しみが自己存在の崩落
の苦しみであることから、B）「奪われたものは
何か？→自己の存在である」という感情の論理が
作用する。そして、他者の存在を破壊して「位置
価1」と「位置価E」の落差をゼロにすることを、
自己の存在を「奪い返す」こととみなす。
　つまり妬みとは、曖昧な意識の感情論理によっ
て、①他者と自己を重ね、他者の像の内から自己
を生きてしまったことから生じた「自己存在の恥
辱的な崩れ落ち」を、他者から自己の存在を「奪
われた」とみなし、そのうえで、②他者の自己存
在を破壊することによって、自分の自己存在を他
者から「奪い返した」気になろうとする、憎悪の
活動なのである。
　以上が、筆者による妬みについての、心理一社
会学的なモデルである。これによって、前に列挙
したような妬みの特徴が明晰に説明できるように
なる。
　さて、心がけ論のレベルでは、ついうっかり恵
まれた他人と恵まれない自分を重ねて辛くなって
しまっても、せめて①「悲しみ」の感情状態にと
どまり、②「奪われた」という感情にならないよ
うに気をつける、という自戒は大切である。
　筆者は、津々浦々に「妬む者は悪い。妬まれる
者は悪くない」という標語を貼り出し、すべての
人が一日三回唱えるとよいのではないか、とすら
思う。
　しかし、世の中の人は、誠実な「内省」と「気
づき」を生きる人ばかりではないだろう。心がけ
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論をいくら啓蒙しても、それだけでは、妬みの蔓
延に対して、たいした効果が期待できそうもない。
　それに対して、各人の心理的な距離の設定に自
由というフィルターをかけることが、きわめて大
きな効果を有する。つまり、人々が広い交際圏で、
自由に心理的な距離を調節しながら、自分にとっ
て美しいと感じられるきずなと自己のスタイルを
試行錯誤しながら洗練させて生きることができ
る、自由な生活環境は、妬みの蔓延を強力に抑制
する。そこでは、妬み妬まれながらべたべた生き
る生のスタイルは、人々から愛されなくなり、採
用されなくなり、生態学的に衰退してしまうのだ。
　説明しよう。
　上記のような自由な生活環境では、多種多様な
生のスタイルが競合するなかで、魅力や幸福感を
感じられるものが、きずなと自己のスタイルとし
て選択され、魅力や幸福感を感じられないもの（さ
らに嫌悪感を感じる生のスタイル）は、選択され
なくなる。
　このような「美しい生のスタイル」たちの自由
市場では、自分にとっての魅力と幸福感にした
がって、さまざまなタイプの自他の重ね方をした
り・しなかったりして、さまざまな他者との心理
的な距離を自由に調節することができる。そうす
ると、大部分の人は、自分が「けがらわしい」と
感じる重ね方をしてくる人物との心理的な距離を
遠ざけ、「美しい」「幸福だ」と感じる重ね方をし
てくる人物と距離を近づけるようになる。
　また、さまざまな人とさまざまな自他の重ね方
を、したり・しなかったりを自由に選択できる生
活環境で、うっかり一時的に「けがらわしい」と
感じるような自他の重ね方をする相手と距離を近
づけてしまっても、次の時点でその重ね方を拒否
し、そのような重ね方になりがちな相手とは心理
的な距離を遠く設定するようになるだろう。自由
な生活環境では、むしろこのような一時的な失敗
は、ひとりひとりが生のスタイルを選択する能力
を高めるために必要不可欠な「小さな許容範囲内
の」失敗となる。
　また、自由な人々は、さまざまな試行錯誤をく
り返しながら、むやみやたらと心理的な距離を近
づけるのは危険なことであることを学習するだろ
う。下手に距離を近づけると妬んだり妬まれたり
してしまうような、「美しくつきあえない」相手
とは、距離を遠ざけることを学習するだろう。
　このように、対人距離を自由に調節できる自由
な生のスタイルの市場で競合する場合、妬みとい
う生のスタイルは、さまざまな生のスタイルたち
のなかで、最も魅力の乏しい、圧倒的に不利なタ
イプである。妬み以外の生のスタイルが、圧倒的
に有利になる。
　たとえば、自己と他者を重ねて、他者の内から
自己を生きるという類似性を有する生のスタイル
のなかでは、他者のよろこびを自分のよろこびと
感じるというタイプは、妬みというタイプと競合
した場合、圧倒的に有利な（生態学的）位置を占
める。
　情緒的になかよくする相手を選べる、つまり、
「親密な関係の美しさ」について自分が望む完成
度の高さがなければ心理的な距離を縮めない（ま
たはそのようなそぶりを、頑として示さない）、
ということができる自由な社会では、互いのよろ
こびを自己のよろこびとする人は心理的な距離を
縮めてもらえるが、妬む人や、他人を思いどおり
にしようとする人は、距離を縮めてもらえないだ
ろう。
　要するに、他人を妬む者は嫌われて、つきあっ
てもらえないのである。
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　ところが、ひとりひとりが「ほんとうに」望む
きずなの完成度とは無関係に、自由のない閉ざさ
れた生活環境で互いに妬みながら温もりあってい
るような、「ほんとうは、美しく」ない中途半端
なきずなをべたべた生きることが無理強いされる
生活環境では、妬みは生態学的に蔓延する一方で
ある。心理的な距離の自由な調節がむずかしいと
ころでは、魅力と幸福感による生のスタイルの市
場が成立せず、妬みが生態学的に不利な地位にお
かれず、淘汰されないのである。人々は劣悪なき
ずなのスタイルに甘んじるしかない。
　自他を重ねる生のスタイルの一変種としての妬
みの蔓延は、ひとりひとりの心がけの問題ではな
く、制度的に設定された生活環境のデザインの問
題なのである。自由な社会では、魅力的な生のス
タイルの競争のなかで、妬みは衰退する。
注　これは、講談社現代新書（タイトル未定、近
　刊）にて、一般向けに発表した後に、学術論文
　としても発表する予定の論考のための、アイデ
　アをふくらませている段階での、研究ノートで
　ある。
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